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野田ハイキングクラブ 

解散記念懇親会 

 

 
日時：2026 年 3月 28 日（土）12 時～ 

場所：ビジネスホテル野田 東武バンケットホール 

             野田市花井１丁目1−２（電話：04-7170-2711） 

 

  

◇◇◇ 式 次 第 ◇◇◇ 

 
開会の挨拶 

河井会長挨拶 

乾 杯 

歴代会長挨拶 

閉会の挨拶 

記念写真撮影 
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野田ハイキングクラブ解散にあたって 

 

 野田ハイキングクラブは平成 4 年の創立以来、地域のハイキングクラブとして活動してま

いりましたが、会員数の減少と高齢化によりこれ以上活動を継続することが困難となったた

め、本年（２０２６年）３月末をもって解散する運びとなりました。 

この３４年間の歴史を振り返ってみますと平成４年４月に地域の山歩き愛好者１５０名で

創立された野田ハイキングクラブは「中高年登山ブーム」の最盛期には、３００名を超える

会員数となり、北は北海道から南は九州、さらには海外遠征をおこなうなど大きな足跡を残

してきました。また、地域のハイキングクラブとして野田市山岳協会や千葉県山岳連盟に加

盟し、安全登山や登山技術の向上さらには自然保護活動にも取り組んでまいりました。大自

然の中で心地よく身体を動かす「爽快感」や、目的地である山頂に到達したときの「達成

感」、そして日常を離れた「癒し」などハイキングは年齢を重ねても楽しめる生涯スポーツ

でもあります。一方、自然を相手にするハイキングは、ひとたび山に入れば「自然の試練」

とも呼ぶべきリスクも常に潜んでいます。天候の急変や身体疲労による転倒・滑落さらには

道迷等、一歩間違えると大事故につながる危険なスポーツでもあります。これまで転倒や滑

落等の事故はあったものの幸いにも命に係わる事故はありませんでした。中高年者を抱える

ハイキングクラブとしては、安全登山が第一優先です。自分の体力を過信せず、体力に見合

った山行をするよう会員の皆様にお願いしてきたところです。 

この３４年間における特筆すべき大きな出来事のひとつは、令和２年からの新型コロナウ

ィルス感染症緊急事態宣言をあげることができます。数次にわたる緊急事態宣言で、令和４

年５月までほぼ活動ができない状態でした。長期間にわたる山行中止ということもあり、再

開当初は脚力の低下を痛感せざるを得ず、如何に月１回の山行が重要であったか再認識した

次第です。 

繰り返しになりますが、野田ハイキングクラブはこれまでの歴史に幕を下ろすこととなり

ました。皆様にとっての懐かしい思い出がたくさん詰まったハイキングクラブの活動が途絶

えてしまうことは、大変心苦しく苦渋の決断ではありますが、ご理解を賜りますようお願い

する所存です。これまでの会員の皆様の多大なるご支援・ご協力と諸先輩各位のご尽力に厚

く感謝を申し上げ、野田ハイキングクラブ解散にあたっての挨拶とさせていただきます。 
 
 

野田ハイキングクラブ 

                                 会長 河井 和寿 
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１．年度別会員数・山行数・参加者数の推移 

 

 

会員数 山行回数 参加人数

1992 年度 平成 4 年度 145 5 406

1993 年度 平成 5 年度 172 7 402

1994 年度 平成 6 年度 215 6 407

1995 年度 平成 7 年度 188 12 610

1996 年度 平成 8 年度 262 18 732

1997 年度 平成 9 年度 240 23 817

1998 年度 平成 10 年度 325 36 1249

1999 年度 平成 11 年度 269 22 903

2000 年度 平成 12 年度 318 29 1175

2001 年度 平成 13 年度 267 26 1148

2002 年度 平成 14 年度 330 29 1351

2003 年度 平成 15 年度 266 24 1030

2004 年度 平成 16 年度 307 21 1456

2005 年度 平成 17 年度 257 19 939

2006 年度 平成 18 年度 182 13 674

2007 年度 平成 19 年度 169 21 853

2008 年度 平成 20 年度 164 18 740

2009 年度 平成 21 年度 172 23 956

2010 年度 平成 22 年度 141 21 813

2011 年度 平成 23 年度 145 18 837

2012 年度 平成 24 年度 135 18 760

2013 年度 平成 25 年度 121 18 550

2014 年度 平成 26 年度 95 16 505

2015 年度 平成 27 年度 91 12 262

2016 年度 平成 28 年度 67 14 298

2017 年度 平成 29 年度 58 18 358

2018 年度 平成 30 年度 48 18 343

2019 年度 平成 31 年度 49 19 304

2020 年度 令和 2 年度 46 1 21

2021 年度 令和 3 年度 45 2 45

2022 年度 令和 4 年度 44 15 256

2023 年度 令和 5 年度 37 12 190

2024 年度 令和 6 年度 32 14 200

2025 年度 令和 7 年度 30 11 166

年　度
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２．加盟関連団体（上部団体） 

・野田市スポーツ協会(野田市山岳協会として参画)(平成５年～令和７年度） 

・野田市山岳協会（平成５年～令和 ７年度） 

・千葉県山岳連盟（平成５年～平成２５年度） 

 

３．歴代会長 

  ・倉持 功会長 １９９２年(平成  ４年)４月～２００６年(平成１８年)３月 

  ・盛  晋会長 ２００６年(平成１８年)４月～２０１２年(平成２４年)３月 

  ・河井和寿会長 ２０１２年(平成２４年)４月～２０１７年(平成２９年)３月 

  ・新井一郎会長 ２０１７年(平成２９年)４月～２０２５年(令和  ７年)３月 

  ・河井和寿会長 ２０２５年(令和  ７年)４月～２０２６年(令和  ８年)３月 

 

 

４．年度別山行地一覧 

  各年度別山行地は、次ページ以降に記載しております。 

 なお、平成 4 年度の創立から 20 周年を迎えた平成 23 年度（平成 24 年 3 月）までについ

ては「20 周年のあゆみ」（平成 24 年２月１日発刊）（注）を参照願います。 

 （注）「20 周年のあゆみ」（平成 24 年２月１日発刊）は、興風図書館にて閲覧可能 

 

 また、年度別山行地並びに山行計画・山行報告は、野田ハイキングクラブホームページ 

にも掲載しております。なお、同サイトは期限付きサイト（令和 9 年 3 月末で閉鎖予定）で

すので、予めご了承願います。 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

  

URL: http://www.nhcj.org/ 

 

（サイトに関するお問い合わせは、小野塚までお願いします。） 
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２０１２年度（平成２４年度） 

◇２ ０ １ ２ 年２ 月に創立２ ０ 周年記念行事を完遂し、同年４ 月より新たな体制がスタート 

◇会員間の相互親睦施策（名前と顔の一致）の一環として名札を作成し、全会員へ配布 

◇発送業務の作業軽減策として、ITツール活用の検討を開始・役員で試行運用 

◇各種マニュアルの制定による属人化の解消 

 ・山行実施・報告マニュアルの制定 

 ・会計処理ガイドラインの制定
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２０１３年度（平成２５年度） 

 

 

 

 

 

 

◇インターネットによる参加申込 

スケジュール調整アプリ（伝助）による参加申込を開始 

 

◇野田ハイキングクラブとして初めて XCスキー（クロスカントリー） 

を実施  
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２０１４年度（平成２６年度） 

 

◇メールアドレスの登録 

 定例集会の日程変更や緊急連絡並びに申込サイトURL通知 

のためメールアドレスの登録を推奨（全会員の 55％が登録」 

◇携帯用ホームページ 

 携帯用ホームページに参加申込サイト URLを掲載し、同サイ 

トからの申込を推奨 
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２０１５年度（平成２７年度） 

 

 
  

◇事務作業軽減化のため月１ 回の発送業務を廃止し、山行案内書

は定例集会で配布 

◇高田山例会における滑落事故（※）に伴い、12月以降の 

例会を中止し、再発防止策を検討 

※下山途中の滑落事故で、肋骨・手首の骨折があったが奇跡的 

な軽傷で済んだ。 

   詳細については、第 25回定例総会資料(2016年度)に記載 
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２０１６年度（平成２８年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇貸切バス山行に加え新たに電車利用による山行を開始 

 ※貸切バスの距離・時間併用料金の導入に伴い、バス利用 

  代金の大幅な高騰が見込まれることから、バス山行/電車 

山行の併用を開始 
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２０１７年度（平成２９年度） 

 

 

 

 

 

 

◇年度計画における山行地の選定作業を作業グループで立案 

 従前までは山行地の選定は山行委員が中心となり対応して 

きたが、会員が自主的に検討するという観点から作業グルー 

プを編成し、各グループで山行地を立案する方法で試行 

 ⇒期待した効果はなく、次年度から従前の方法へ戻す 

◇バス山行による集合場所を変更 

 キッコーマン駐車場から旧野田高跡地(民間駐車場付近）へ 
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２０１８年度（平成３０年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇バス山行/電車山行の併用が軌道に乗る 

 2016年度（平成 28年）に開始した併用運用も、20218年度 

 には、バス山行（６ 回）、電車山行（10回）を実施 

 

 ※天候不順時の電車山行による日程変更の容易性、電車利用 

による山行地の制限を回避できるバス山行のメリットを生かし 

た計画を立案することが可能となった 
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２０１９年度（平成３１/令和元年度） 

 

 

 

 

 

 

 

◇２ ０ １ ９ ．５ ．１ に平成から令和に改元 

 

◇新型コロナウィルスの感染拡大防止のため、3月の定例 

集会並びに定例山行(No.457破風山)を中止 
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２０２０年度（令和２年度） 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

◇2020年（令和 2年）4月 7日の新型コロナウイルス感染症 

の緊急事態宣言受け 4月以降の定例集会・定例山行を中止 

 

◇緊急事態宣言が解除された 10月のNo.465破風山は実施で 

きたが、再度、緊急事態宣言が発出され、年度末まで全て 

の山行を中止 
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２０２１年度（令和３年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◇新型コロナウィルス感染防止策の一環として、4月の山行は 

計画せず、5月以降についても感染状況見合いで臨機応変 

に対応することとした  

◇定例集会・幹事会は 5月以降中止となり、10月から再開 

◇結果として、2021年 11月・12月の山行 2回のみが実施で 

きたが、1月以降の山行は再々中止となる 
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２０２２年度（令和４年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇新型コロナウィルス感染症まん延防止等重点措置が令和４ 年 

3月 21日をもって終了したことで、従前どおりの計画で実施 

することができた 

 

◇バス山行・電車山行ともマスク着用とバス乗降時の手指消毒 

を徹底し、感染防止に努めた 
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２０２３年度（令和５年度） 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

◇令和５ 年度 野田市スポーツ協会生涯スポーツ推進事業 

 野田市スポー協会主催による生涯スポーツ推進事業におい 

て「野田市山岳協会」が主管団体として次の事業を実施 

・日 時：令和６ 年２ 月１ ８ 日（日） 

・会 場：欅のホール（３ 階小ホール） 

・講 師：山岳ガイド 倉岡 裕之氏 

・内 容：エベレストとミャンマー・カカボラジ山行の概説 

・入場数：１ ７ ５ 名 
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２０２４年度（令和６年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇野田ハイキングクラブホームページのリニューアル 

 

◇山行報告については、定例集会におけるスライド投影に 

加え、ホームページにも掲載することでいつでも閲覧で 

 きるようにした 

 

◇バス山行における補助金制度を導入（20,000円/山行） 
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２０２５年度（令和７年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◇野田ハイキングクラブの在り方について検討 

 9月より幹事会を中心にクラブの存続を含めたあり方に 

 ついて議論開始（年内に方向性を確認することで集約） 

◇1月幹事会において、年度末をもって解散することで集約 

同月の定例集会で会員へも周知 

◇解散に向けた渉外対応・臨時総会等の個別課題の検討を 

 促進 

◇3月に臨時総会を開催し、解散決議 
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野田より大型バスで西の雄「大山」を登山後、「しまなみ海道」で四国へ移動、「石鎚山」と「剣山」を

登頂後、「大鳴門橋」「明石海峡大橋」経由で一路野田への大旅行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2012.7月 礼文・利尻山 

2012.10月 福島県・七ツ岳(沢登り) 

2012.5 月 大山・石鎚山 

石鎚名物「大鎖（おおくさり）」 

思い出のスナップ 

しまなみ海道（西瀬戸自動車道） 
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2015.1月 石割山から富士山を望む 

 

2013.10月 岩木山・白神岳 

 

2014.2月 裏磐梯ＸＣスキー 

     幻のイエローフォールへ 

 

2013.8月 白山 

2014.8月 羅臼・雌阿寒岳登山 
斜里岳は山頂付近強風のため断念 

 

2014.10月 山梨県・日向山 
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2016.10月 権現堂山・浅草岳 

 

2017.3月 黒山三滝 

 

2015.7月 尾瀬ヶ原～燧岳 

 

2015.4月 鹿岳～四ツ又山 

 

2016.9月 浅間山(黒斑山)・東篭ノ登山 

 

 

東篭ノ登山 

 

黒斑山 
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2017.5月 高山不動尊 

 

2017.6月 八甲田 

 

2018.４月 鞍馬山・吉野山 

 

2018.1月 伊豆三山 

 

「ぬぐだまりの里 秘湯 八甲田温泉」 

青森市駒込字深沢 766-2 

営業期間わずか 6 ヶ月。日本一とも言われる天

然炭酸泉「らむねの湯」をはじめとする４種の異

なる源泉があり、全て掛け流しの秘湯宿。 

樹齢 200 年超の巨木がそびえる大浴場「龍神の

館」は圧巻 ※2026 年現在休館中 

八甲田元湯 
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2018.11月 倉見山  

  

2018.8月 西天狗岳 

  2019.1月 竜ヶ

岳  

  

2019.1月 竜ヶ岳  

  

2018.6月 秋田駒ケ岳・烏帽子岳(乳頭山）  

2019.2月奥日光（スノーシュー＆ＸＣスキー）  
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2019.５月 雲取山  

  

令和元年の「日の出」 ※5/1 平成から令和へ  

  
2019.7.30 蝶ケ岳からの穂高連峰  

  

2019.11月 京都（比叡山・愛宕山・大文字山）  

  

錦雲渓の紅葉  

  

銀閣寺（観音殿）  

  

2019.3月 四阿山 
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2020.10月 破風山  

  

2021.12月 大小山  

  

2022.5 月 巣雲山   

  

日本通貨発祥の地   

  

2022.12 月 奥多摩むかし道   

  

2022.12月 美の山（蓑山）   

  

2022.10 月 那須岳（市民ハイキング） 

  
2022.10 月 青木ヶ原樹海 
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2023.8月 西沢渓谷 

 

2023.５月大霧山 ポピー 

 

2023.５月 景信山～陣馬山

ん 

 

2023.4月 鳴虫山  
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2023.12月 桜山 

 

2024.4月 三毳山 

 

2024.2月 宝登山 

 

2024.6月日立アルプス御岩神社参道 

 

2024.8月 嵐山渓谷 

 

万葉庭園の白桜 

 

左を向いたゴリラ 
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2025.2月 雨引神社 

 

2024.11月龍王峡(市民ハイク) 

 

2025.5月 箱根旧街道 

2025.4月 シダンゴ山               ワラビ(蕨) 

2024.12月 石老山 
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2025.7月 尾瀬ヶ原 

 

2025.11月 湘南平(市民ハイク) 

 

2026.1月 八王子城山 

 

2026.2月 足柄万葉公園（夕日の滝） 

 

2025.10月 天目山 



 

野田ハイキングクラブ 

解散記念事業実行委員会 

 

 

 

実行委員長  河井 和寿 

事務局    小野塚信夫 

上村 章三 

       松原美恵子 

    古田島 昇 

実行委員   赤羽根 実 

    小泉 栄三 

    藤田久仁子 

    山田 英志 

    寺本 孝治 

             顧 問    新井 一郎 

             相談役    寺本 俊英 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野田ハイキングクラブ解散記念 

野田ハイキングクラブのあゆみ 

 

発 行 日  2026 年（令和 8 年）3 月２５日 

編   集  野田ハイキングクラブ 

解散記念事業実行委員会 

発   行  野田ハイキングクラブ 

       野田市野田 250 興風会館内 

 

 



 

 

 

野田ハイキングクラブ 


